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平成 29 年度第 1回鹿児島空港周辺地域環境整備委員会 会議要旨 

開催日時 平成 29 年５月 31 日（水） 10：00～11：00 

開催場所 溝辺総合支所 第１・２会議室 

出席委員 

満留委員長、今島光副委員長、今吉委員、今島六男委員、末永利治委員、

米丸純一委員、山下委員、松崎氏（松崎委員代理）、末重委員、東郷委員、

岩元武二委員、德丸委員、土井委員、新田氏（濵川委員代理）、米丸万里

子委員、岩元晃一委員、林委員、末永實委員 

事 務 局 
西地域政策課長、岡留主幹、田中地域政策グループ主事、川崎溝辺総合

支所地域振興課長、有村地域振興グループサブリーダー 

関 係 者 木下航空対策係長（県交通政策課） 

公開・一部非公開又は非公開の別 公開 傍聴人数 なし 

議事 

１．開会 

２．企画部長あいさつ 

３．委員委嘱 

４．委員長・副委員長選出 

５．委員長・副委員長あいさつ 

６．委員会の運営について 

７．協議事項 

 １）鹿児島空港周辺地域環境整備基金の運用状況について 

 ２）鹿児島空港周辺地域環境整備事業計画について 

 ３）鹿児島空港周辺地域環境整備交付金の申請手続について 

８．その他 

９．閉会 

審議結果等の概要  長：委員長  委：委員  事：事務局  県：交通政策課 

 

１．開会 ～ ５．委員長・副委員長あいさつ 

  （省略） 

 

６．委員会の運営について 

 長 本日の委員会及び会議結果の公開について諮る。 

   霧島市附属機関等の会議の公開に関する指針によると、会議は原則公開とし、

会議結果についてはホームページ等に公開することになっている。本日の委員会

は報告と手続上必要な事項の確認となっていることから、公開と考えている。 
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 委 異議なし。 

 長 それでは、本日の委員会は霧島市附属機関等の会議の公開に関する指針に基

づき公開とし、併せて会議結果については後日ホームページで公開することに決

定する。 

 

７．協議事項 

 １）鹿児島空港周辺地域環境整備基金の運用状況について 

 事 資料「鹿児島空港周辺地域環境整備基金事業実績」に基づき説明。要点は次の

とおり。 

・平成４年の鹿児島空港運用時間延長の際に、旧溝辺町では７億円（県５億円、

町２億円）、旧隼人町では１億円（県８千万円、町２千万円）の基金を造成し、

これまで事業を行ってきた。 

・現在の基金残高は３億 1,701 万３千円（溝辺地区２億 8,854 万 4,960 円、隼人

地区 2,846 万 8,040 円） 

・平成 28 年度は、空調機の更新助成事業とテレビ受信料助成(溝辺)を実施。 

 長 今の説明に対して委員から質問はないか。 

 委 事業は、いつまで続くのか。 

 事 基金事業は、残高が０になるまで継続される。 

 

 ２）鹿児島空港周辺地域環境整備事業計画について 

 事 資料「鹿児島空港周辺地域環境整備事業計画」に基づき説明。要点は次のとお

り。 

・これまでの事業については計画変更なし。 

・今回の運用時間延長に伴う県からの補助金は基金に積み立てる。基金を使って

事業を行うには計画への記載が必要であることから、今回、事業追加の変更計

画を行うもの。 

長 今の説明に対して委員から質問等ないか。 

委 1 億 8,700 万円は、環境整備基金に入れ込んで、そして出すということか 

事 お金の手続としては、県から市に交付され、皆様方に申請書等を市に出してい

ただき、お支払いするという流れになる。 

委 1 億 8,700 万円は、独立した基金ではなく、環境整備基金に入れ込むというこ

とか。 

事 そういうことになる。 

 

 ３）鹿児島空港周辺地域環境整備交付金の申請手続について 
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 事 資料に基づき交付金の申請手続き等について説明。 

・交付金の対象事業 

・交付金の対象外経費 

・交付金支払までの流れ、必要書類 

・年度毎に必要な手続、必要書類 

 長 今の説明に対して委員から意見はないか。 

 委 一括で交付するということか。使った分だけか。 

 事 一括での交付となる。 

 委 申請は地域振興課にも手伝いいただけるのか。 

 事 地域振興補助金との併用もでき、その申請作業もあるので相談いただきたい。 

委 ４割の自己負担分にこの交付金を使っても良いか。 

事 この交付金については、自己負担分に充てても構わない。 

委 安心安全課の防犯灯補助とこの交付金は別と考えて良いか。 

事 安心安全課の補助は割り当てで、整備まで時間がかることから、この交付金を

充てて早く整備するという使い方もできる。 

委 ＬＥＤ化補助は地域振興補助金にない。急ぎ取り替えるとなると、100％負担

ということになるのか。 

 委 私も安心安全課に６割の補助（制度創設）を要望しているところである。 

 事 安心安全課とも協議したい。 

委 通帳は０円で作れるのか。 

委 ０円でもできる。 

委 地域振興補助金に該当する事業は、６割の補助が出るのか。 

事 地域振興補助金は前年度に申請する必要がある。この申請にリンクして地域振

興補助金がつくわけではない。 

委 間に合わないという場合は、交付金だけでやっても良いか。 

 事 地域振興補助金、地区活性化補助金、防犯灯ＬＥＤ化が該当する事業は、この

交付金を使い 100％負担で行っても構わない。 

 委 監査は公民館の監査で構わないか。預金通帳の残高のコピーは必要か。 

 事 地区の監査で構わない。基本的には地区の監査を信頼しているが、通帳のコピ

ー添付があると確認に助かる。 

委 交付金はいつ頃出るのか。 

県 市には６月中旬に補助金を渡すことになっている。そこから先は公民館から市

への申請書を出すタイミングでということになる。 

委 早い場合でいつか。 

事 申請をいただいて、早くて２週間ほどはかかるとお考えいただきたい。 
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８．その他 

 長 県交通政策課より報告があります。 

 県 要点は次のとおり。 

・香港線においては、香港エクスプレスが３月 26 日から週４便から週５便に増

便し、香港航空と合わせて週 10 便となった。 

・７月３日（月）から、台北線が１便増便され、週４便から週５便となる。 

・国際線の就航は、過去最高の週 20 便という体制となる。 

 長 今の報告について質問等はないか。 

 長 ほかに委員より何かないか。 

 委 この環境整備委員会に、空港事務所の方も参加して話を聞いて欲しい。 

事 空港事務所には事務局から話をしていきたい。 

委 議員と語る会で、航空機燃料譲与税は既に学校等を建てた借金返済に使い、も

う他にはほとんど使えない状態と聞いたが本当か。 

 事 この場でお答えすることではないかもしれないが、航空機燃料譲与税というの

は使途が限定されている。年度によりどの事業あるいは返済に充当するか変わ

る。全て借金に充てているという状況ではない。 

 委 騒音防止対策は、要望だけでなく予算を使い、防音対策を検討して欲しい。 

事 ご意見については、協議してまいりたい。 

 

９．閉会 

 事 （省略） 

 

 

会議資料 

【配付資料】 

〇鹿児島空港周辺地域環境整備委員会資料 

〇鹿児島空港周辺地域環境整備交付金について 

 

 


